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面積(ha) 面積比率(%) 面積(ha) 面積比率(%) 面積(ha) 面積比率(%)

1 ツルヨシ群落 - - - - 0.07 0.02 -

2 ハンノキ林 0.25 0.11 0.25 0.28 0.25 0.06 98.52

3 ヤナギ林 5.69 2.44 3.66 4.22 7.19 1.80 50.94

4 アカマツ林 58.17 24.88 25.42 29.31 84.73 21.25 30.00

5 コナラ林 111.21 47.58 37.98 43.79 160.04 40.13 23.73

6 オニグルミ林 0.30 0.13 0.09 0.10 0.32 0.08 27.99

7 スギ・ヒノキ植林 29.90 12.79 9.72 11.21 62.92 15.78 15.45

8 カラマツ植林 0.49 0.21 - - 2.37 0.59 -

9 先駆性二次林 13.97 5.98 4.99 5.75 17.79 4.46 28.05

10 ササ群落 0.51 0.22 - - 0.79 0.20 -

11 ヒシ群落等 0.20 0.08 0.19 0.22 0.52 0.13 36.15

12 ヨシ群落等 3.07 1.31 1.14 1.32 3.96 0.99 28.87

13 ススキ群落 1.15 0.49 0.20 0.23 3.21 0.81 6.17

14 クズ群落 5.36 2.29 2.36 2.72 5.61 1.41 42.12

15 伐採跡地群落 - - - - 2.23 0.56 -

16 竹林 0.97 0.41 0.51 0.59 1.66 0.42 30.55

17 並木・植栽帯 0.01 0.01 - - 0.92 0.23 -

18 果樹園 - - - - 0.20 0.05 -

19 放棄水田雑草群落 - - - - 2.17 0.54 -

20 水田雑草群落 0.03 0.01 - - 20.03 5.02 -

21 放棄畑雑草群落 - - - - 0.26 0.06 -

22 畑雑草群落 0.02 0.01 - - 3.13 0.78 -

23 空地・路傍雑草群落 0.36 0.15 0.16 0.19 3.87 0.97 4.20

24 公園・運動場 - - - - - - -

25 住宅地・人工構造物 0.22 0.09 - - 4.24 1.06 -

26 墓地 - - - - - - -

27 工場 - - - - 0.56 0.14 -

28 造成地 - - - - 0.03 0.01 -

29 採石場・採石場跡 - - - - - - -

30 道路 1.31 0.56 0.06 0.06 7.90 1.98 0.70

31 自然裸地 - - - - - - -

32 崩壊地 - - - - - - -

33 開放水域（河川） 0.29 0.13 - - 1.47 0.37 -

34 開放水域（ため池） 0.27 0.12 - - 0.31 0.08 -

－ 合 計 233.75 100.00 86.73 100.00 398.76 100.00 21.75

改変率(%)
凡例

番号
植生

対象事業実施区域 改変区域 調査範囲(周辺200m)

表 6.6-2 事業実施による植生の改変面積及び改変率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）最小位の四捨五入に伴い、各項目の合計が、計の値と合わない場合がある。 

 

（3）予測地域及び予測地点 

予測地域及び予測地点は、調査範囲における重要な種の主な生息地、または注目すべき生

息地の範囲とした。 

 

（4）予測期間等 

予測期間は、工事の実施において工事中の時期、土地又は工作物の存在及び供用において

供用時の時期とした。 
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（4）評価の結果 

環境保全のための措置を講じることにより、対象事業による影響を可能な限り回避または

低減されると予測された。また、生物予測の不確実性の観点から事後調査を計画・実施し、

調査中に予期せぬ環境上の著しい影響が生じた場合には、必要に応じて適切な順応的な措置

を講じるものとした。 

以上のことから、対象事業の実施による影響が、事業者により実行可能な範囲内でできる

限り回避または低減されており、環境の保全についての配慮が適正になされていると評価し

た。評価結果一覧を表 6.6-19（1）～（3）に示す。 
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